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われわれは26歳男性で胃潰瘍にて胃部分切除を行い,術 後の標本検索にて胃と交通を有し管状の形態を

示す副目の合併例を経験したので報告した,副 胃は胃前庭部前壁側から小弯側にかけて小鶏卵大程の大き

さでみられたが,管 腔の粘膜は近位2/3は幽門部粘膜に被われ,遠 位1/3は十二指腸粘膜に被われている非

常に稀有な症例であった。

われわれの集計しえた本邦の副胃報告例は26例で文献的考察をおこなったが,10歳以下の症例が11例を

占めていた。好発部位は前庭部大弯側で,形 態的には襲状のものが大多数であった.各 臓器と交通を有す

るものは4例でそのうち3例は管状例であった。

索引用語 :十二指腸粘膜併存副胃,副 胃本邦報告例

はじめに

1911年,Wendelめ によって初めて報告された副胃は重

複胃,胃 壁妻腫とも称され,消 化管重複症のなかでも稀

なものとされているが,最 近われわれは術後の標本検索

にて副胃のなかでも極めて稀な十二指腸粘膜をともなっ

た管状の副胃症例を経験したので,文 献的考察をくわえ

て報告する。

患者 :26歳,男 性.

家族歴 :既往歴に特記すべきことなし,  ク

主訴 :上腹部痛,上 腹部膨満感.

現病歴 :昭和52年8月 より上腹部膨満感,上 腹部痛,

背部痛があり次第に嘔気,体 重減少がみられ近医受診,

胃潰場の診断をうけて来院した。

入院時所見 :一般状態は比較的良好.上 腹部に軽い圧

痛を認める他には胸腹部理学的所見に異常はなく,諸 検

査にてもとくに異常はなかつた。

胃X線 所見 :胃角部前壁側を中心として周辺の盛 り上

が りと粘膜飯髪の集中像をともなった良性の潰瘍性病変

がみられたが,陰 影欠損や圧排像などの所見はみられな

図 1 目 X禄 像

胃角部にニッシェ像がみられる.

かった (図 1).

内視鏡所見 :胃角部前壁側に精円形の大きな潰瘍があ

り,辺 縁は努堀され周囲に強い浮腫がみられたが,そ の

他の異常所見はみられなかった (図2).
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図2 胃 内視鏡
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図 4切 除胃のシェーマ

副胃,漬 瘍,割 れ目様の粘膜部位と標本作成部

位を示す.

U:潰 瘍,D:副 胃,↓ :割れ目様の粘膜

図 5 連 続切片
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矢印の部分に粘膜の割れ目様の所見がみられる。

以上より活動性の胃潰場と診断し手術を行った。

手術所見 :開腹するに胃角部前壁側に拇指頭大の硬結

を触知し,さ らに幽門側より小鶏卵大の柔らかい腫瘤様

硬結を触知した。しかし胃切開を行って粘膜をみるもと

くに異常なく胃部分切除を行った。

切除標本 :胃体下部前壁小弯前側よりに大きな消化性

潰瘍がみられたが ((図 3)前 壁側の割が入っている部

分),漬 瘍の小弯幽門側直下に約 2,Ocmの 粘膜 の割れ

目様所見があ り ((図 3)の 矢印の部分),割れ日は管状

に胃壁を努通していた。乗膜側では ドーム様の小鶏卵大

の軽い隆起が胃体下部の小弯から前壁側にかけてみられ

た切除標本のシェーマを図4に示した.

図 3 摘 出標本
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図 6 連 続断面シューマ像
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副胃粘膜は連続 した胃田有筋層に よつて被われ

ている。

図7 副 胃組織像

右.幽 門部粘膜,左 .十 二指腸粘膜

遠位側の副胃粘膜には美状の繊毛とブルンネル

腺を伴つた十二指腸粘膜がみられた。

連続断面 :前庭部前壁小弯側寄 りに本来の胃の内腔と

交通を有する管状の腔があり, これは胃壁内を小弯衆膜

4Rlにのびて胃固有筋層内に押し入 り,次 いで乗膜を通過

して小鶏卵大程の固有の筋層と管腔をもつ腫瘤を形成し

ていた (図5, 6).月巴厚した筋層は本来 の胃固有筋層

と連続しており,図 5,6の 4～ 6では筋層が背中合わ

せの形になっていた。腔の末端は胃壁外に露出している

が術中操作のため破られたものと思われる.

組織学所見 :管腔を被 う筋層は通常の胃固有筋層と同

様の平滑筋で,管 腔内面は粘膜の組織によって被われて

いた.管腔の近位2/3の粘膜 には幽門腺がみられ本来の

胃前庭部と同様 の壁構造を示しているが,遠 位1/3の粘

膜は十二指腸粘膜で,葉 状の繊毛とブルンネル腺がみら

れた (図7).
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胃の潰瘍は Ul‐IVの慢性Df性漬場であった。

以上の所見より副冒をもつ胃に消化性潰場が併発した

と診断した・

考  察

副胃は従来の記載によれば胃に近接または連続して存

在し,腔の内面には胃または他の消化管粘膜を有し,胃回

有筋層と同様の平滑筋を持つものとされているがりつり
,

胃妻腫 など他の疾患 との鑑別 に者慮 する例もあり,

Palmerゆは本病変を Enterogenous cystとして胃襲腫の

1病変に分類している。

成因的には胎生期の発育異常が考えられ種々の説がと

なえられている.LewisOは 胎生期腸管憩室 の遣残より

の発生をとなえ,Bremerつ は胎生期腸管より胃が形成

される際に粘膜上皮が 1部縦輸方向に融合して別の管腔

を形成するととなえた。その他にも種々の考察がなされ

ているがいずれも不充分で現在のところ詳細は不明であ

る.

本邦では1934年に石井
のが副胃 の最初 の報告をおこ

なって以来,現 在まで自験例も含めて26例の報告を集計

しえたので文献的考察をおこなった。

1)男 女比 :男性15例,女 性11例で男性にやや多くみ

られている.

2)年 齢および主訴 :(表 1)年 齢はすべての年齢層

におよんでいるが,特 に10歳以下の小児,乳 幼児で11例

(42.3%)に みられて ヽヽるのが注目される。Bartelsり

は58例のうち 1歳以下の症例は30症を占めたと報告して

いる.主 訴 としては上腹部痛,嘔 吐,腫 瘤触知 が 多い

が,10歳 以下の小児では嘔吐,腫 瘤触知が多く,特 に 1

歳以下では特有の症状となっている。

表 1 年 令別症例数と主訴

-l'rl

3)胃 透視所見 :22例におこなわれており,11711(50

%)に 腫瘤陰影 および陰影欠損像 がみられ,圧 排像 3

例,幽 門狭窄像 2例,硬 直像 1例でこれらはいずれも襲

腫状の形態を示すものであった。管状fllは4例 のうち 1

例は十二指腸憩室努孔像
り
, 1例 はパ リウムの十二指腸
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副胃と重複食道を合併しており正常胃よりやや大きいも

のなどがあげられる.

8)治 療 :23例に手術がおこなわれており,15例 に胃

部分切除術, 8例 に副胃摘出術がなされている.

9)術 前診断 :術前に副胃の診断がつけられた症例は

ほとんど皆無で,多 くは胃粘膜下腫瘍,胃 襲胞,胃 憩室

などがなされているが,乳 幼児では嘔吐,腹 部腫瘤触知

などの症状により幽門狭窄症と診断される事も多い。

10)組 織学所見 :副胃の組織像は通常の胃壁構造と

同様で,す なわち管腔の内面より胃粘膜 (また他の消化

管部粘膜),粘 膜筋板,粘 膜下組織, 胃回有筋層, 衆膜

の構造がみられるが,時 には粘膜筋板や漿膜を欠く例も

みられ,粘 膜と固有筋層が明確であれば問題はないと思

われる。副胃の筋層は本来の胃固有筋層と連結している

のが普通であるが, 石井
りの剖検例は両端が索状物にな

っており特殊例である.副 胃の粘膜は本症例を除いて全

例胃粘膜によって被われていたが,本 症例 は遠位1/3に

十二指腸粘膜および粘膜下組織がみられた.組 織的には

胃十二指腸重複症とすべきものかもしれないが,前 述の

ように他の消化管部粘膜を有するものも副胃の中に入れ

られる事もあり,胃 前庭部に限局し固有筋層と連続した

筋層をもっている事から副胃の定義を充分みたすと考え

副胃と診断した.

副胃管腔に潰瘍をみとめた症例は5例め1°1'1めM)み
ら

れたが, 3例 は管状例であった.交 通性を有するものは

食物残査により,交 通性のないものでは内圧の上昇によ

り潰瘍をつくりやすい状態になると思われる。

11) 合 併症 :胃の他の部位に潰瘍がみられたものは

本症例を合めて3例 191°
, Ic十 五型 の早期胃痛合併例

1例り
,重 複食道合併例 1例1めであったが,他 の合併奇

形例はみられなかった。欧米の文献ではヘルニヤ心奇形

などの先天性奇形の合併例が報告されている°°.

ま と め

1)わ れわれは26歳男性の極めて稀有な胃の1例を経

験したので報告した。

2)本 症例は胃と交通を有し,形 態的には管状で,副

胃管腔の粘膜は近位2/3は幽門部粘膜であったが遠位1/3

には十二指腸粘膜がみられた。

3)本 邦 における胃26例 の文献的考察をおこなった

が,10歳 以下の小児例は11例 (42.3%)を 占めた。好発

部位は前庭部大弯側で,形 態的には襲状のものが大多数

を占め,各 臓器と交通を有したものは4例 でそのうち3

例は管状であった。副胃粘膜に十二指腸粘膜がみられた

への走行異常
10で

,本 症例と伊藤の報告例
l llでは,異 常

はみられなかった。

4)胃 内視鏡所見 :10例に行われており,粘 膜下腫瘍

所見 5例 ,ポ リープ様所見 2例 ,隆 起性病変所見 1例,

副胃の病変像がみられなかったもの2例 となっている.

胃透視および内視鏡にて副胃に特有な病変というもの

はみられていない。

5)病 変部位 :(表 2)噴 門部,体 部,前 庭部別では

圧倒的に前庭部が多く,24例 のうち17例 (71%)を 占め

ており,体 部は4例 ,噴 門部は 1例であった。壁在性で

は大弯側が多数 を 占め24例のうち14例 (58%),次 いで

後壁の5例 ,前 壁 3例 ,小 弯2例 であった。すなわち前

庭部大弯側 が好発部位 といえるがこれは BartelSりや

Lewisの等の報告とも一致するところである。

表 3 形 態および交通性

6)形 態 :(表 3)に 示す様に襲状が19例で大多数を

占め,管 状は4例 と少ない。各臓器と交通を有するもの

は4例 で,そ のうち3例は管状である。十二指腸と交通

を有するものが2例の1°
,胃 と交通を有するものは本症

例の 1例,襲 状 の形態ながら膵臓 と交通のあるもの 1

例
よりでぁった。

LewisOは 39例のうち36例が襲状で3例 は管状であ

り,交 通性は39例のうち6例にみられ,胃 と交通を有す

るもの2例 ,十 二指腸およびメッケル憩室と交通を有す

るものおのおの1例,胃 と十二指腸両方に交通を有する

もの2例 と報告している。

7)副 胃の大きさ :胡桃大から鶏卵大のものが大多数

を占めているが,大 きいものでは島田
1いの大弯全長にお

ょが 38.Ox18.Ocmの ものや,伊 藤
1つの6カ 月女児で

表 2 病 変部位
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